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【問題と目的】平成９年に放送法が改正され、字幕番組をできる限り多く設ける放送努力義

務が規定された。また、教育現場においても映像機器の導入が進んでいる。聴覚障害児が映

像からより多くの情報を得るためには、字幕の読み取りは欠かせないものになっている。字

幕を読み取れる聴覚障害児を対象とした字幕の研究はいくつかみられるが、発達障害などを

併せ持ち、字幕の読み取りに困難を示す聴覚障害児を対象に、困難の原因を探ったり、困難

を改善するための支援方法を検討したりした研究は見当たらない。発達性読み書き障害は大

脳の左側頭葉に機能低下がみられるものの、訓練を行うことで近隣部位が活性化したり補償

的に機能したりするため、読み書き能力の向上が期待できるとしている（杉本，2016）。そこ

で本研究では、ろう学校に在籍する発達性読み書き障害様の困難を併せ有する聴覚障害児１

名の字幕を読み取る際の眼球運動を分析し、他の聴覚障害児群との比較を通して特徴を明ら

かにすることを目的とする。また、その特徴から、字幕からより多くの情報を読み取るため

の支援方法を検討する。 

 

【方法】ろう学校に在籍する小学 4 年生の聴覚障害男児（以下 a 児）を対象とした。ADHD 様、

視覚処理に関わる発達性読み書き障害様の困難が見られ、聴覚障害と発達障害を併せ有する

児童に向けた NPO 活動に参加している。平均聴力レベルは、右耳 85dB、左耳 89dB。補聴器を

両耳装用し、口話中心である。対照群として聴覚障害と発達障害を併せ有する児童に向けた

NPO 活動参加児童６名を LD 傾向群 2 名（小学３年生 1 名、小学６年生１名）、ADHD 傾向群３

名（小学５年生２名、小学６年生１名）、ASD 傾向群 1 名（小学６年生１名）に分類した。 

 課題はⅠ～Ⅲまでを a 児に、Ⅱ～Ⅲを対照群に行った。課題Ⅰは、a 児に様々な文章を音読

させ、読みやすい色の組み合わせ、読字速度、読み方の特徴を検討した。課題Ⅱは、字幕の

ついた 2 枚の写真を対象児に提示し、提示後に読み取った内容について説明させた。その際、

非接触型視線分析機（以下 Tobii）を用いて視線を記録した。課題Ⅱのうち課題 A,B は a 児と

対照群に実施し、課題 C,D,E,F は a 児にのみ実施した。また、a 児を対象に、課題 A,B におい

て視覚教材を用いた内容理解の指導を行った。課題Ⅲは、状況絵を対象児に提示し、提示後

に絵の状況について説明させた。その際、Tobii を用いて視線を記録した。さらに、課題Ⅱ、

Ⅲの児童の説明の分かりやすさについて、大学生５人に５段階で評価させた。 
【結果と考察】課題Ⅰの結果から、a 児の読字速度は、字幕を読み取るのに十分な速さである

ことや、発達性読み書き障害の音読の特徴があることが明らかになった。また、課題Ⅱ、Ⅲ

について Tobii の解析ツールを用いて、視線追跡分析を作成した（図１）。 

 

図１．課題 A における視線追跡分析 



それをもとに、視線移動回数、滞在時間、読字順序、字幕読み始め時間、字幕読み終わり

時間を算出した。 

課題 A,B において a 児と LD 傾向群、ADHD 傾向群、ASD 傾向群を比較すると、a 児の字幕に視

線が向いている割合が、他の３群に比べ少なかった。さらに、読字順の視線移動割合につい

ても、LD 傾向群、ADHD 傾向群、ASD 傾向群は読字順の視線移動割合が 70％前後だったのに対

し、a 児のみ、40％台だった（図２）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題A,Bにおいて、a児に字幕の内容理解の指導を行い、指導前後の視線を比較したところ、

指導前に比べて、指導後は視線が字幕に向いている割合が大きくなった。また、指導後にお

いて、読字順の視線移動割合が約 30％増加した（図３）。一方、字幕の注視や読字順の追視の

割合が増加しても、内容説明評価点は変わらなかった。文章を理解し、説明する過程にも困

難があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．課題 A,B における視線追跡分指導前後の字幕エリア内の視線移動割合 

 

図２．課題 A,B における字幕エリア内の視線移動割合 
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課題 C,D,E,F における a 児内比較でも、視線の動きに差がみられた。課題 C,D,E,F は、a 児

の発言や内容説明評価点から、内容が読み取れた群（課題 C,D）と読み取れなかった群（課題

E,F）に分類した。これらの二つの群を比較すると、読み取れた群は、読み取れなかった群の

２倍以上の割合で、読字順に字幕を追っていた（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、a 児が字幕の内容を読み取る際の視線の動きには、内容の難易度や理解度

が大きく影響していることが分かった。字幕の内容が難しい場合、絵を見て内容を理解する

ヒントを得ようとしたり、何度も読み返しを行ったりしたために、読字順以外の視線移動割

合が増えたと推測される。また、理解できないことの無力感から字幕を追うことを諦めてし

まったということも考えられる。 

また、課題 F において、a 児が注視している場所をヒートマップで示したところ、字幕よりも、

背景の絵写真を注視していた。。 

内容について説明させると、字幕の内容についての説明が２文だったのに対し、写真の駅

についての説明が４文だった。平均内容説明評価も 1.2 点と低かった。このことから、a 児の

興味が写真に向いてしまい、見るべき字幕を注視できなかったために、字幕の内容を理解で

きなかったことが考えられる。 
 

【結論】本研究では、ろう学校に在籍する発達性読み書き障害様の困難と ADHD 様の困難を併

せ有する聴覚障害児１名の字幕を読み取る際の特徴を明らかにし、字幕からより多くの情報

を読み取るための支援方法を検討することを目的とした。 

その結果、a 児が字幕を読み取る際の特徴は、①内容が難しく理解できないと感じる字幕にお

いて、字幕の注視や読字順の追視に課題があること②字幕の文章を理解し、言葉で分かりや

すく説明する過程において、困難があること③字幕以外の興味の対象があると、字幕の注視

や読字順の追視が困難になることだと明らかになった。 

1 つ目の特徴に対する支援方法として、a 児が適切に字幕の注視や読字順の追視が出来るよ

うにすることが必要である。具体的には、大まかな内容を捉えさせたうえで字幕を読ませる

ことで、字幕に注意が向きやすくなるだろう。また２つ目の特徴に対する支援方法として、
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図４．課題 C,D,E,F における字幕エリア内の視線移動割合 



限られた時間内で字幕の内容を整理して理解できるようにする必要がある。そのためには、

文章を読んでキーワードをつかんだり、自分の頭の中で系統的に理解したりすることが求め

られる。また、視覚教材を使って図式的に表すことを繰り返すと、文章を整理しておおまか

な流れをつかむ練習になると考える。言葉で分かりやすく説明することについては、本研究

では要因や支援方法の検討が不十分であった。３つ目の特徴に対する支援方法として、易し

い教材から取り組ませ、字幕が読めたという成功体験を積み重ねていくことも有効であると

考える。野村（2007）は、衝動性の高い幼児において、得意なことを活動に取り入れて肯定

的な自己認識を育てることによって、5 歳半で自己の衝動性をコントロールしようとするよう

になったことを報告している。a 児においても、字幕を読めたという成功体験を積み重ねて肯

定的な自己認識を育むことで、字幕に注意を持続するよう自己をコントロールしようとする

のではないかと考えられる。 
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